
やや乾いた草原に生える多年草。長い地下茎を出す。茎は高さ1-1.2m、しばしば紫色を帯び、よく分枝す

る。根出葉や下部の葉は花時に枯れ、茎の中部の葉は長さ3-7cmになり、幅3-6.5cm、羽状に深裂し、裂片

は幅3mm以下、裏面に白綿毛がある。花は8-10月。大きな円錐花序にきわめて多数の小さい頭花をつけ

る。頭花は柄がなく、筒鐘形で、長さ2mm、幅1mm。

河川でみられる種はナンゴクヒメヨモギである可能性が高い。

－

B

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Artemisia  lancea  Vaniot

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、姫路市、神河町、宍粟市、豊岡市、養父市、朝来市、
新温泉町

■ 国内分布

本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

キク科

兵庫県ランク…ヒメヨモギ
環境省ランク… －


